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　８月21日、馬見原商店街を若者たちが
お地蔵さんの乗る神輿を担ぎ練り歩くと
「火伏の水かけ」と言って、あちこちで水
をかけました。（詳細はp14～15）
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〒861-3515　上益城郡山都町城平954番地
tel：0967-72-0024　fax：0967-73-1030

日本拳法部全国大会　
　７月30日（土）、31日（日）に奈良県橿原市で、第61回全国高等学校日本拳法選手権大会が行われ、
女子団体戦・男子個人２名・女子個人３名が参加しました。
結果
女子団体戦
　１回戦　　　矢部高校　　０－１　　関西大学第一高校
男子個人戦
　矢畑君　（緑科学科３年　愛媛県桜井中出身）　４回戦　ベスト16
　渡邊君　（普通科３年　　　矢部中出身）　　　１回戦
女子個人戦
　渡邊さん（食農科学科２年　矢部中出身）　　　２回戦
　亀谷さん（食農科学科２年　清和中出身）　　　１回戦
　安永さん（普通科２年　　　矢部中出身）　　　１回戦

初めて全国大会に出場して
日本拳法部　安永さん（普通科２年　矢部中出身）
　私は、日本拳法を始めて８ヶ月ですが、初めての全国大会に団体戦と個人戦で出場しました。
団体戦では、中堅を務めました。初めての全国大会の試合で緊張しましたが、投げて押さえ込み
突き面で一本とることが出来ました。個人戦では、なかなか一本がとれずに負けてしまいました。
初めての全国大会で、全国のレベルの高さと厳しさを知ることができました。来年の全国大会に
向け頑張って行きたいと思います。

第 49回二輪車安全運転全国大会　
　８月６日（土）、７日（日）に三重県鈴鹿サーキットで、第 49 回二輪車安全運転全国大会が行
われ、矢部高校からは、高校生等クラスに１名出場しました。
結果
高校生等クラス　　　　７位
　髙本君　（緑科学科３年　清和中出身）

全国大会に出場して
二輪車競技部　主将　髙本
　私は、全国大会に初めて出場しました。去年は、選手の
サポートで全国大会に行きましたが、それからずっと全国大会に出場することを目標に頑張って
きました。県大会では、矢部高校内での争いとなり、ギリギリで全国大会出場を手にしました。
　夢の舞台の全国大会では、部員みんながサポートをしてくれ７位入賞という結果を残せました。
悔しかったですけど悔いのない走りができてよかったです。これからもバイクライフを楽しみた
いです。

絵本カーニバル　
　８月６日（土）～ 11 日（木）に清和文楽邑で行われた
絵本カーニバルに矢部高校生がボランティアとして活躍し
ました。竹で水鉄砲を作ったり、木工教室でイスを作った
り、絵本探しのお手伝いをしたりしました。

町長室から　工藤  秀一
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史
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れ
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史
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。
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史
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が
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介
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残
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げ
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す
。
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。
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夏
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乗
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切
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ょ
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！
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残
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し
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施
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た
。
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収
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＆
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Ｂ
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懇
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収
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熟
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な
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。
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収
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Ｂ
Ｑ
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こ
の
日
が
参
加
者
に

と
っ
て
、〝
縁
結
び
の

ハ
ウ
ス
〞
に
な
れ
ば

と
思
い
ま
す
♪

・問い合わせ先
YOU&YOU事務局（役場　山の都創造課）
　山本・𠮷田
【専用電話】
　090-9565-9589
【専用アドレス】
　marriage.support@town.kumamoto-yamato.lg.jp
【専用アドレス携帯】
　you_and_you.@docomo.ne.jp

栗屋 誉男  相談員（神ノ前）
TEL：83-0691
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わくわく・ドキドキの公設「山都塾」が７月からスタートしました。「山都の生き物、探・検・隊!」

「古（いにしえ）の山都に、タイムスリップ!～歴史編～」

第1回「山都塾」特別講座

第2回「山都塾」

　子ども達が、ふるさとの歴史や文化、自然、産業、伝統や技を知って、もっと山都町を好きになってほしい。そ
して、子ども達が夢を持ち、未来を創造する力を身につけてほしい。
　このことを目的に、「山都塾」が始まりました。内容は「ふるさと学」と「未来学」があり、「未来学」には英語を
使ったコミュニケーション能力育成講座も予定してあります。
　7月16日に千寿苑において「開塾式」があり、小学・中学・高校生32名の塾生に塾長の工藤町長より塾生証が
渡され、「将来を担うみなさんに、山都町の歴史や文化、自然など、町の魅力をしっかりと知っていただき、夢を
抱き、志を持って未来を切り拓いてほしい。」と励ましの挨拶がありました。

　開塾式（７月16日）の午後は、第１回「ふるさと学」
特別講座が自然をテーマに行なわれました。
　場所は、白糸第一自治振興会で地域の自然を守るた
めに作られたビオトープ。休耕田を利用して、棚田に
住む生き物が生活できるようにつくられた湿地です。
　４月の「熊本地震」や６月の豪雨で周辺の棚田にも被害が
ありましたが、はたして生き物が住める環境にあるのか心
配されました。
　塾生はさらに増え、39名参加しました。網を手に持って、
みんなで生き物を探しました。大きなドジョウを見つけた
子どもは満面の笑顔を見せてくれました。見つけた生き物
は、ドジョウ、タカハヤ、ドンコなどの魚や、ツチガエル、ア
マガエル、準絶滅危惧種のアカハライモリなどがいました。
昆虫では、絶滅危惧種のシマゲンゴロウや準絶滅危惧種の
コオイムシ。その他タイコウチやマツモムシやトンボのヤ
ゴなど、水槽がいっぱいになるほどたくさんの生き物が見
つかりました。
　塾生の子ども達は、山都町の自然の豊かさを、体験を通し
て知ることができました。絶滅危惧の生き物などが多く住
んでいることに関心を持った塾生もいました。

　８月７日、第２回目の山都塾では、地域の歴史について再発見をしました！
教育委員会の学芸員である西慶喜さんと大津山恭子さんを講師に、「わくわく♪歴史クイズ」がありました。
　塾生15名が参加し、教科書には載っていないような山都町ならではの話を含め、とっても分かりやすく興
味深い話に、会場のみんなで聞き入りました。
　クイズの後は、町内で出土した縄文時代や弥生時代の土器や
石器、矢じりなどに実際に触れたり、通潤橋の建設について書
かれている古文書などを見学しました。当時の弓矢の体験も大
人気で、太古の人々の暮らしを垣間見ることができました。

　11時頃からバスに乗って移動して、現在発掘中の
東
ひがしじょうのひらいせき

城ノ平遺跡（矢部中学校付近）に向かい、旧石器時代
の遺跡の発掘体験をしました。熊本県教育庁の担当者
の方々にお世話になり、地層についての話などを聞い
て、いざ発掘にチャレンジ！みんなで一生懸命にわく
わくしながら石器などを探しました。
　次回9月開催の山都塾は、「英語でわくわく、コミュ
ニケーション！」がテーマです。どうぞお楽しみに！！

　続いて、山都町（清和）出身の門岡良昌氏による「未
来学」記念講演（「スーパーコンピュータが拓く未来」）
がありました。門岡さんは、かつて世界一になったスー
パーコンピュータ「京」のソフトウエア開発の責任者と
して活躍され、現在も世界を舞台に開発の仕事をされ
ておられる方です。
　門岡さんは、故郷の旧清和で過ごした少年時代の思
い出を懐かしく回想され、どのような夢を持っていた
のかについて話されました。
　夢を実現させるために努力を積み重ねられ「人の役
にたつ仕事がしたい。世界レベルで仕事がしたい。」と
いう若い頃の思いを熱く語られました。
　講演が終わり高校生の岩村善利さんがお礼の言葉を
述べ、小学生の平野新造さんが花束を贈呈しました。

平成28年度「山都塾」の講座スケジュール
第3回　  9月25日（日）……「英語でわくわく、コミュニケーション！」　場所：馬見原公民館
第4回　10月  9日（日）……「農村芸能・清和文楽という宝物」
第5回　11月15日（火）……「オンリーワンの、夢を描こう！」
第6回　12月  4日（日）……「百年の木を育てる～林業の名人に学ぶ～」
第7回　  1月  8日（日）……「ふるさとの豊かな食を受け継ぐ」
第8回　  2月  5日（日）……「夢の実現～オンリーワンの物語～」
※上記の日程と内容は、現在の予定のため、変更する場合があります。予めご了承ください。
　各回の開催前にチラシまたはホームページでお知らせします。

申込・問い合わせ先　学校教育課　ＴＥＬ（７２－０４４３）、ＦＡＸ（７２－１０８１）

～今後の予定を、ちょっと先取り!～

塾長を前に緊張の面持ちの塾生たち

富士通エグゼクティブリサーチャー門岡氏による講演

県担当者の話を熱心に聞く塾生たち

ビオトープにおいて、塾生一同
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防災行政無線戸別受信機の電池確認忘れずに！
　戸別受信機には、停電時にも受
信できるように乾電池が入ってい
ますが、乾電池は定期的に確認し
てください。
　古くなった乾電池や電池交換の
サインがでたら、新しい乾電池と
交換してください。

電池交換のサイン
・電源ランプが赤と緑の点滅をしている。
・放送終了後にアラーム音が「ピー、ピー」と鳴る。

山都警察署・署協議会だより 熊本県警のホームページ
http：//www.police.pref.kumamoto.jp/
管内の犯罪・交通事故の発生状況、県警から
のお知らせ等が掲載中です。ＴＥＬ ７２－０１１０

犯罪・交通事故発生状況（山都町）

（　）内は平成２７年同時期の発生状況

事件・事故
刑法犯

人身交通事故

３件　（７件）

２件　（２件）

平成２８年７月中

１　運動の基本　　子供と高齢者の交通事故防止
２　運動の重点　　⑴　夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故防止
　　　　　　　　　　※　特に、反射材用品等の着用の推進及び自転車前照灯の点灯の徹底
　　　　　　　　　⑵　後部座席を含めた全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの
　　　　　　　　　　　正しい着用の徹底
　　　　　　　　　⑶　飲酒運転の根絶

～平成２８年９月２１日（水）から９月３０日（金）までの１０日間～

●110番は、事件・事故等を
緊急通報する専用ダイヤル
で、通報を受けると直ぐに
警察官やパトカーが現場に
急行する仕組みになってい
ます。
●緊急でない相談事を110番
すると、緊急の事件や事故
への対応が遅れる原因にな
りますので、相談について
は「♯９１１０」をご利用
ください。
●山都警察署においても各種
の相談に応じています。

　安全運動期間中、山都警察署では、立番や巡回な
どの街頭活動及び悪質交通違反の指導取締りを強化
して、交通事故ゼロを目指します！！

『ご存じですか？警察の相談窓口』『ご存じですか？警察の相談窓口』

◎警察の窓口での直接相談
◎電話での相談
のどちらでも結構です。
お気軽にご相談ください！

①
本体正面にあるフ
タを横にずらし、開
ける。

問い合わせ先
　総務課（７２－１１１１）

②
電池を交換してフ
タを閉める。

③
本体側面にある電源
スイッチを一旦切
り、再度入れる。

平成 29年４月開園の山都町統合保育所の
名称を募集します！

　町では、平成29年４月から浜町保育園、浜町第二保育園と矢部同和保育園を統合し、現在の中尾児童
公園敷地内に山都町統合保育所を開園します。
　この統合保育所が、園児はもとより多くの町民皆さんに愛され、親しみを持っていただけるように、
その名称を募集します。

１．募集期間　平成28年10月14日（金）（必着）

２．応募資格　山都町内にお住まいの方、通勤・通学されている方

３．応募方法
　以下のことを記入して、応募用紙又は官製はがき、封書、ファックス・メールで、応募してくださ
い。お１人１応募のみといたします。Eメールからの送信の場合は、必ず件名に「統合保育所名称応募」
とご記入ください。
　　○保育所の名称　　　　　　　　　　　○名称の理由
　　○応募者の氏名（ふりがな）、年齢　　 ○住所、電話番号
　　※個人情報については、この目的以外に使用しません。
※応募用紙は、全戸に配布するほか、山都町役場　健康福祉課、各支所　健康福祉係、各町立保育
所に配置します。また、山都町ホームページからもダウンロードしていただけます。

４．応募先又は問い合わせ先
　①　持参する場合　
　　　健康福祉課または清和、蘇陽支所　健康福祉係

　②　郵送、ファックス、メールの場合および問い合わせ先
　　　〒861-3592（住所不要）
　　　山都町役場　健康福祉課　福祉係　
　　　TEL　0967－72－1229　FAX　0967－72－1066
　　　Eメール　fukushi@town.kumamoto-yamato.lg.jp

５．選考及び表彰
　山都町統合保育所名称選考委員会で選考します。（決定後、
広報等で名称及び応募者の氏名等公表します。）
　　○最優秀賞　１点（賞状・副賞）
　　○優秀賞　　２点（賞状・副賞）
　　※同一名称の応募が多数ある場合は、抽選とします。

６．その他
　⑴　決定した名称の一切の権利は山都町に帰属します。
　⑵　応募に係る費用は応募者の負担とします。
　⑶　今回の公募は、応募が一番多い名称に決定する訳では

ないことを、予めご承知おきください。
　⑷　応募用紙は、返却しません。 完成イメージ：「内観」

完成イメージ：「外観」

電
池
交
換
の
手
順
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お問い合わせ　本館：73-1616　清和分館：82-3033　蘇陽分館：73-2755
火曜日～金曜日：午前10時～午後6時まで　土曜・日曜日：午前10時～午後5時まで
休館日　全館共通：月曜日・月末日・祝日・年末年始

★平成２８年10月の
   移動図書館車わくわく号運行予定★

※図書館利用者カードをお持ちの方は、貸出しに必要ですので必ずお持ちください。
※本をたくさん借りられる方はマイバッグの持参にご協力ください。巡回場所での滞在時間は約30分です。
※貸出期間は１か月です。次に借りたい方がいらっしゃいますので、返却期限での返却にご協力ください。

蘇陽地区
　月　日 　　　　　　　　　　　　  巡回場所・時間
10月5日(水）  菅尾保育園（午前10時15分～）　蘇陽南小学校（午後1時20分～）　馬見原保育園（午後1時30分～）　
　　　　　     二瀬本保育園（午後2時45分～）　蘇陽キッズ（午後3時30分～）
10月6日（木）  おおのまなび舎CAFÉ（午前10時30分～）　ブルーベリーの家（午前11時～）　
　　　　　     蘇陽支所（午後0時30分～）　蘇陽中学校（午後1時～）　そよ風の里ほたる（午後2時～）　
　　　　　    蘇望苑（午後2時45分～）　はあとふる（午後3時30分～）
10月7日（金）  スクランブル（午前10時30分～）　二瀬本コミュニティセンター（午前11時～）　
　　　　　     花上多目的集会所（午後0時30分～）　蘇陽小学校（午後1時10分～）　興梠商店・上差尾（午後1時55分～）　
　　　　　　  菅尾コミュニティセンター（午後2時30分～）   まこと薬局駐車場（午後3時～）

清和地区
　月　日 　　　　　　　　　　　　  巡回場所・時間
10月11日（火）  小峰保育園（午前10時～）　緑川簡易郵便局（午前10時40分～）　清和支所（午後0時30分～）
　　　　　　　清和中学校（午後1時10分～）　大川保育園（午後1時30分～）　　清和学童（午後3時～）
10月12日（水） 山都消防署（午前10時～）　井無田公民館（午前10時30分～）　井無田診療所横（午前11時～）　
　　　　　　　原尻公民館（午前11時30分～）　清和小学校（午後1時～）　支援ハウス（午後1時40分～）　市野原（午後2時～）

矢部地区
　月　日 　　　　　　　　　　　　  巡回場所・時間
10月19日（水）  金内公民館（午前9時45分～）　こころ（午前10時30分～）　島木のお店（午前11時～）
　　　　　　 矢部中学校（午後1時15分～）　白小野（午後2時～）　さくらんぼ愛園（午後2時30分～）　大地（午後3時～）
10月20日（木）  風ノ木（午前10時～） 　　 浜美荘（午前10時35分～）　    千寿苑（午後0時30分～）
　　　　　　  大矢荘（午後1時15分～）　光露館（午後1時40分～）　　   彩雲苑・すみれ（午後2時～）
10月21日（金）  御所保育園（午前9時40分～）　稲生野（午前10時15分～）　山風華（午前10時45分～）
　　　　　　 山都町役場（午後0時30分～）　あおぞら（午後1時35分～）　富士ラーメン（午後2時～）

平成２８年８月１日に山都町と熊本市が図書館の相互利用の協定を締結しました。これにより、お互いの図書館
で資料の貸出が受けられるようになりました。皆様、是非ご利用ください。
山都町の皆様へ
８月１日から、熊本市内の図書館（室）※がご利用いただけます。熊本市の図書館で図書カードを作成され、
貸出を受けてください。
カードを作る際は、住所が確認できるもの（免許証など）をご準備ください。熊本市内の図書館で借りた本は、
山都町立図書館では返却できません。必ず、熊本市内の図書館へご返却ください。

これまで協議を重ねてまいりました蘇陽分館の移転について8月19日開催の図書館協議会において、11月23日
（水・祝日）に山都町役場蘇陽支所内に移転することに決定しましたのでお知らせします。移転に伴う準備作業
のため、現蘇陽分館を10月25日から休館とします。ご迷惑をおかけしますがどうぞよろしくお願いいたします。
蘇陽地区の移動図書館車を含め蘇陽分館の今後の運営につきましては広報１０月号に掲載いたします。

※熊本市内の図書館（室）は以下の施設です。
熊本市立図書館 （中央区大江６丁目1-74　096-363-4522）
植木図書館　　 （北区植木町岩野238-1　096-272-6915）
城南図書館　　 （南区城南町舞原451-9　0964-27-5945）
とみあい図書館 （南区富合町清藤400　096-357-4580）
プラザ図書館　 （西区春日1-14-1　096-355-7401）
公民館図書室 （１４ヶ所）、熊本市男女共同参画センターはあもにい図書室　　計２０ヶ所
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山都町体育協会事務局長が変わりました

北野　譲　さん
【退職にあたり】

宮崎　玲子さん
事務局長
（2016年８月～　）

【意気込み】

出身：御所地区
事務局歴（1987～2016年７月 ※旧矢部町時代含む）

出身：中島東部地区
資格：山都町スポーツ推進委員
　　　山都ふれあいスポーツクラブ
　　　クラブマネージャー
　　　ノルディックウォーキング指導者

平成27年度熊本県花き品評会表彰式及び花き園芸功労者表彰式
　農林水産省生産局長賞（特別賞）・熊本県花き協会長賞（金賞）
　熊本県花き品評会長賞（金賞・銅賞）
　　　　　　　　　　　　　　　 大窪　雄治さん

　合併以前より、約30年余り体育協会事務局長として本町のスポーツ振興、健康増進に寄与されてこられた
北野 譲さんが本年７月をもってご退職されました。後任に宮崎玲子さんを事務局長としてお迎えし、山都町
体育協会は新たなスタートを切りました。今後ともよろしくお願いいたします。

　約30年余り矢部町から合併後の山都町体育協会の事務局長を務めさ
せて戴き、各体協長さんや種目部長さんをはじめ多くの町民の皆さんの
ご理解とご協力をいただき、町民の体位向上やスポーツを通じて地域の
親睦を図りながらさまざまなスポーツのお手伝いをさせていただきま
した。中でも1999年の熊本国体で矢部町での競技に携われたことは良
い思い出の一つです。スポーツ人口の減少する中ですが、それぞれが体
力に合ったスポーツを楽しんで下さい。長い間ほんとうにありがとうご
ざいました。

　総合型地域スポーツクラブ「山都ふれあいスポーツクラブ」のクラブ
マネージャーをしております。今回、山都町体育協会事務局との兼任を
することになり、更なるスポーツ振興と、町民の方とのスポーツの架け
橋となれればと思います。どうぞよろしくお願いします。

　平成28年６月23日（木）、熊本県経済農業協同組合
連合会７Ｆホールにおいて、平成27年度熊本県花き
品評会表彰式及び花き園芸功労者表彰式が開催され
ました。
　その表彰式において、山都町から大窪雄治さん（御
所）の作るカーネーションが入賞し、農林水産省生産
局長賞（特別賞）・熊本県花き協会長賞（金賞）・熊本県
花き品評会長賞（金賞・銅賞）の４つの賞を獲得しま
した。

山都町の名木【第 14回】

高松小学校跡のイチョウ
〔樹　種〕イチョウ科イチョウ属
〔指定等〕なし

　「記念樹」は、何らかの契機に際して樹木を植えることであ
り、全国各地で頻繁に行われています。この行為は、本来日
本にあった自然に対する「祈り」の文化性を下地に、造林事
業や都市における緑化事業など、近代における殖産化の動き
のなか、全国で頻繁に実施され、広まったと考えられています。
　今回紹介するイチョウは、明治 20年代に虎御前小学校から市の原に分設された高松小学校の設立の際、記
念木として植樹されたと伝わるもので、その下に立って見上げると優しく包み込まれるような温かさを感じさ
せます。そばには、正門であった門柱のほか閉校記念碑などの各種の記念碑、二宮金次郎像などが立ち並び、
イチョウが目にしてきたであろう小学校の様子や第二次大戦前夜の社会情勢をうかがうことができます。記念
碑の列を過ぎてそびえ立つ２本の樹も、イチョウと同時期の記念樹と思われます。
　このような記念樹や祠

ほこら

、お堂のかたわらに寄り添う名木など、普段の目にする暮らしのなかに、いつも変
わらない人の自然への祈りや思いを感じることができるのは、山都町の豊かさ、素晴らしさの一つといえる
でしょう。
〔参考文献〕1996 平井 信二『木の大百科－解説編－』朝倉書店
　　　　　　2009 清和村史編纂委員会『清和村史』山都町
　　　　　　2010 九州ハイランド活性化協議会『山都町巨樹調査票』

７月21日（木）南阿蘇地域畜産振興推進協議会主催による『第11回蘇陽
地区育成牛品評会』がＪＡ阿蘇蘇陽家畜検査場にて開催されました。
入賞結果をご紹介いたします。

若齢の部（12 頭）
名誉賞首席　　　ひめさゆり号　　　山口　隆介さん（白　石）
名誉賞２席　　　　　あやめ号　　　飯星　一敏さん（　柏　）
名誉賞３席　　　　きくふじ号　　　山辺　達也さん（　橘　）
名誉賞４席　　　　りんどう号　　　山口　隆介さん（白　石）
名誉賞５席　　　　　かえで号　　　佐藤　金一さん（二瀬本）
名誉賞６席　　　　さえみつ号　　　有働　誠志さん（花　上）
名誉賞７席　　　　　めぐみ号　　　江藤　靖明さん（八　木）

壮齢の部（16 頭）
名誉賞首席　　　うえとあや号　　　右働　雄二さん（東竹原）
名誉賞２席　　　やまざくら号　　　山口　隆介さん（白　石）
名誉賞３席　　　　うめひさ号　　　飯星　一敏さん（　柏　）
名誉賞４席　　　　　　まれ号　　　山辺　正光さん（　橘　）
名誉賞５席　　　　ふくひめ号　　　山口　隆介さん（白　石）
名誉賞６席　　ふくみつてる号　　　有働　和夫さん（下　山）
名誉賞７席　　　　　さくら号　　　上野　秀喜さん（菅　尾）

蘇陽地区育成牛品評会

審査風景審査風景

山口隆介さん　ひめさゆり号山口隆介さん　ひめさゆり号

右働雄二さん　うえとあや号右働雄二さん　うえとあや号
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　8月20日、21日に火伏地蔵祭が馬見原商店街一帯で行われました。
　この祭りは400年余りの歴史を誇り、たび重なる大火で地蔵堂を焼失したため、火伏祈願
を込めて行われています。
　初日は火伏太鼓や火伏音頭総踊り、夜明かしなど町内が夜中まで賑わいを見せ、2日目には
仮装行列や造り物の引き廻し、勇壮裸みこしが行われます。
　また、ステージイベントでは山都町出身の深瀬智聖さんが総合司会を務め、アイドルグ
ループ「ＬｉｎＱ」のライブが行われるなど目の離せない2日間となりました。
　今回、火伏地蔵祭実行員会は4月に発生した熊本地震で甚大な被害を受けた益城町・御船
町・甲佐町の方々へ祭りを通じて元気になっていただくため、観覧希望を募られました。
　約60名の参加があり、参加された方は「山都町にこんな素敵なお祭りがあると知らなかった。」、
「ぜひ、来年も来たい。」と満喫された様子でした。

①、②、③勇壮裸みこし　　④神輿のお地蔵
④水かけの準備をする子どもたち
⑥、⑦裸みこしへの水かけ
⑧お遊戯パレード（馬見原保育園）
⑨総合司会の深瀬智聖さん　　⑩、⑪、⑬造り物の引き廻し
⑫アイドルグループ ＬｉｎＱ ライブ
⑭キンニャモニャ踊り隊

五ヶ瀬川に神輿を打ちつければ、
　　人が歓喜する。

勇壮な男たちが神輿で練り歩けば、
　人が集まる。

①①

②②

⑤⑤

⑭⑭

⑧

⑬⑬

⑩⑩ ⑪⑪

⑥⑥ ⑦⑦

⑫⑫

⑨⑨

④④

③③

⑧⑧⑧⑧火伏地蔵祭
2016馬見原
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まちの話題

　8月14日、矢部中学校体育館で第31回矢部旗くま
もと壮年バレーボール大会が開催されました。
この大会は、熊本県バレーボール協会の主催で、参
加資格は、満35歳以上の男性で職場・地域・同好会
などで編成されるものです。矢部地区を会場に毎年
行われています。
　今年は、熊本地震の影響もあり、例年に比べると参
加チームが少なかったものの矢部のチームを含め、八
代クラブや人吉クラブ、熊本工業高校のＯＢ等で結成す
るチームなどの参加がありました。
　予選と決勝戦の試合が行われましたが、決勝戦の八
代クラブ対人吉クラブの試合では、両チーム引けを取ら
ない接戦で会場は白熱したプレーで大いに盛り上がり
ました。最後は、八代クラブの高さのあるスパイクや繋
ぎのバレーで勝利し、昨年に続いての2連覇を成し遂げ
ました。

　8月19日、浜町体育館でＮＰＯ法人上益城きぼうの家
主催で行われました。開会式では「祭りが明日の希望
に、来年の祭りに向けた希望になるように盛り上げよ
う。」と緒方理事長の挨拶で始まりました。
　ステージイベントでは御船保健所のダンスに山都町
役場職員のサンバおてもやんは来場者も参加型で行わ
れ、また、よさこいステージや手品ステージ、益城町の地
域活動センターアントニオの職員と利用者で結成された
アントニオバンドによるライブなど盛りだくさんのステー
ジイベントになりました。
　今回は上益城郡内のグループホームも来場され、例
年以上に盛り上がりを見せました。

第 31回矢部旗
くまもと壮年バレーボール大会

上益城きぼうの家夏祭り
　8月26日、浜町第二保育園の園庭で、ほしまつりきね
んが行われました。
 これは毎年行われているもので、浜町第二保育園は来
年の統合に伴い今年が最後の開催となりました。
 開催にあたり、緒方園長先生は「思いもしなかった大
地震、大雨とありましたが地域のみなさんや保護者の
みなさんのおかげで子どもたちは元気に登園していま
す。」と挨拶されました。参加者へ子どもたちからも感
謝の気持ちをこめた手づくりうちわの配布がありまし
た。歌の披露では、サプライズでくまモンが登場。子ど
もたちは大喜びで一緒に踊って楽しんでいました。

ほしまつりきねん

　8月10日、兼松ペトロ株式会社九州支店長と古閑石油
（山都町）の古閑社長が来町され、寄付金が手渡され
ました。工藤町長からは「福岡よりお越しいただき感謝
申し上げます。ご厚志を本町の一日も早い復旧、復興の
ために活用させていただきます。」とお礼を述べられま
した。
　兼松ペトロ株式会社は熊本地震により甚大な被害を
受けた熊本を中心に九州地方の復旧・復興へ貢献しよ
うと日頃より様 な々活動をされています。
　また、地域社会貢献も大きな支援の一環と考えられ、
町内の物産館からお米やお茶などの農産物や加工品も
大量にご購入いただいています。

兼松ペトロ株式会社が
　　　　　復興支援に協力

　7月10日、平成28年度第16回関西山都会（西山昭三 会
長）が大阪道頓堀ホテルで開催されました。
　総会には、工藤町長が出席され熊本地震および6月の
豪雨災害についての報告と、関西山都会の会員のみなさ
んから寄せられた義援金や寄付金、温かい励ましの言葉
へのお礼を述べました。
　通常総会では、平成27年度の事業経過報告と決算報告お
よび監査報告があり承認されました。また、平成28年度の
事業計画と予算書の承認も併せて行われました。
　総会の中では、ふるさとの窮状を応援しようと山都町
の特産品の購入や寄付金活動も行われ、たくさんの心温
まるご好意が寄せられました。
　会員の皆さんはお互いの現況報告や情報交換で旧交
を温められておられました。

ふるさとの復興支援に協力　～関西山都会総会で復興支援に団結～

　8月11日、道の駅通潤橋の前で通潤橋応援プロジェク
ト主催により「山都ＤＥ呑みフェス!!」が行われました。通
潤橋応援プロジェクトは地元農家の方たちでつくられ、
「熊本地震で損傷した通潤橋の状況を参加者に知って
もらい、支援につながれば」との思いから今回のイベント
が開催されました。
　イベント会場では、5種類のビールにラムチョップなどた
くさんの料理販売や地元の若者による音楽ライブもあり、
日が暮れてからも大変盛り上がりを見せていました。
　また、オリジナルＴシャツの販売や募金箱を設置され、
通潤橋の復旧に充てるなどの活動もありました。

通潤橋復旧へ支援

清和文楽の人形説明の様子

古閑社長（左）より寄付金が贈られました。くまモンと一緒にみんなで記念撮影

17 16広報やまと 2016. 9 月号 広報やまと 2016. 9 月号



　８月18日に本年度第１回目の矢部高校応援町民会議が矢部高校会議室で開催されました。会議に先
立ち、新しく委員になられた方へ委嘱状の交付が行われ、その後、昨年度の総括および矢部高校から近
況の報告が行われました。また、今年度取り組むプロジェクトについて協議を行い、矢部高校への入学
者増に向けて具体的に事業を実施していくことを確認しました。

　９月６日に清和文楽館ホールにおいて、山都町食農観光塾公開講座を開催しました。山都町食農観光
塾は、わが町の財産でもある「食」「農」「観光」をキーワードに町の活性化や町への交流人口の増の仕
組みづくりを学び、山都町のこれからを担う若手リーダーを育成していく場として昨年開講し、本年２
年目を迎えます。
　公開講座は、第１期塾生によるパネルディ
スカッションと当塾のコーディネーターで
もあるアグリコネクト（株）代表取締役社長
熊本伊織氏による講演会の２部構成で行われ、
参加者は、「山都愛」にあふれた塾生たちの熱
い思いに、熱心に耳を傾けていました。
　町では、９月23日まで第２期生の申込み
を受け付けています。詳しくは、山の都創造
課（72-1158）までお問い合わせください。

　８月17日から、県内の大学生６名が、インターンシップ生として役場本庁を拠点に活動しています。
これは、昨年度から取り組んでいる「長期インターンシップ地域振興事業（地域シゴト留学）※」の一環で、
今年は、矢部高校応援プロジェクトにも絡んで、矢部高校生や中学生たちに向け、町内の企業やそこで

活き活きと働く先輩たちを紹介する冊子の
作成などを計画しています。
　９月下旬まで、町内各所を取材して回り
ますので、緑のポロシャツを着た学生たち
を見かけられましたら、お気軽にお声かけ
ください。

※「長期インターンシップ地域振興事業（地
域シゴト留学）」とは・・・大学生が夏休み
期間を利用して、地域に入り山都町の魅力
発見や地域づくりに取り組む事業です。

矢部高校応援町民会議が開催されました

山都町食農観光塾公開講座を開催しました

インターンシップ生が活動しています!!

　今月は障がい者に関するマークについてとバス運賃の割引についてご紹介します。

【障がい者に関するマークについて】
名　　称 概　　要　　等

【盲人のための国際シンボルマーク】 　世界盲人会連合で1984年に制定された盲人のための世界共通
マークです。視覚障がい者の安全やバリアフリーに考慮された建
物、設備、機器などに付けられています。
　このマークを見かけた場合には、視覚障がい者の利用への配慮に
ついて、ご理解、ご協力をお願いいたします。

【耳マーク】 　聞こえが不自由なことを表す、国内で使用されているマークで
す。聴覚障がい者は見た目には分からないために、誤解されたり、不
利益をこうむったり、社会生活上で不安が少なくありません。
　このマークを提示された場合は、相手が「聞こえない」ことを理解
し、コミュニケーションの方法への配慮についてご協力をお願いい
たします。

【オストメイトマーク】 　人工肛門・人工膀胱を造設している人（オストメイト）のための設
備があることを表しています。オストメイト対応トイレの入り口・
案内誘導プレートに表示されています。
　このマークを見かけた場合には、そのトイレがオストメイトに配
慮されたトイレであることについて、ご理解・ご協力をお願いしま
す。

【ハートプラスマーク】 　　「身体内部に障がいがある人」を表しています。身体内部（心臓、
呼吸機能、じん臓、膀胱、直腸、小腸、肝臓、免疫機能）に障がいがある
方は外見からは分かりにくいため、様々な誤解を受けることがあり
ます。
　内部障がいの方の中には、電車などの優先席に座りたい、近辺で
の携帯電話使用を控えてほしい、障がい者専用駐車スペースに停め
たい、といったことを希望していることがあります。
　このマークを着用されている方を見かけた場合には、内部障がい
への配慮についてご理解、ご協力をお願いいたします。

【熊本バスなどの運賃の割引について】
　バス事業者によって取扱いが異なる場合がありますのでご注意ください。
■ご利用条件及びご利用方法（等級に制限はありません。）

種　　　　　別 熊　本　県　内 県　　　　　外
身体障害者手帳 ５割引 ５割引
療育手帳 ５割引 ５割引

精神障害者保健福祉手帳 ５割引 割引なし

ご利用方法
料金を支払う際に、写真貼り付け面を乗務員に提示します。
→乗務員の確認を受け、料金を支払います。
（注意）　写真がないものは適用できません。

※介護人割引についてはそれぞれ条件がありますので詳しくはお問い合わせください。
※山都ふれあいバスのご利用についても割引がありますので、詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ先　　　健康福祉課　　　72-1229
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公
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

公
営
住
宅
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。
家
賃
月
額
は
、
入
居
者
の
所
得

に
応
じ
て
、
次
の
範
囲
で
決
定
さ
れ
ま
す
。

▼
場
所
及
び
家
賃
月
額

※
別
途
、
共
益
費
等
が
必
要
な
場
合
が
あ

り
ま
す
。

▽
今
団
地
（
今
）

　
（
１
戸
募
集
・
昭
和
57
年
度
建
設
）

　

１
２
，
２
０
０
円
〜
１
７
，
９
０
０
円

▽
元
柏
団
地
（
柏
）

　
（
２
戸
募
集
・
昭
和
56
年
度
建
設
）

　

１
１
，
４
０
０
円
〜
１
８
，
２
０
０
円

▽
柏
団
地
（
柏
）

　
（
１
戸
募
集
・
平
成
16
年
度
建
設
）

　

２
０
，
５
０
０
円
〜
４
０
，
４
０
０
円

▼
入
居
の
資
格

ア　

同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
り
、

基
準
の
所
得
を
超
え
な
い
こ
と
。（
た

だ
し
、
月
額
の
所
得
で
一
般
世
帯
は

１
５
８
，
０
０
０
円
以
下
、
高
齢
者
・

障
が
い
者
・
小
学
校
に
入
る
ま
で
の

子
ど
も
が
い
る
世
帯
等
は
２
１
４
，

０
０
０
円
以
下
の
所
得
で
あ
る
こ
と
。）

※
月
額
の
所
得
…
所
得
金
額
か
ら
扶
養
等

控
除
し
た
額
を
12
月
で
除
し
た
額

お
し
ら
せ
版

イ　

単
身
入
居
の
場
合
は
、
昭
和
31
年
４

月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
、
障
が
い

者
、
生
活
保
護
者
等
。

ウ　

住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
。

エ　

町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

オ　

申
込
者
及
び
同
居
し
よ
う
と
す
る
親

族
が
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
。

▼
受
付
期
間

10
月
３
日
㈪
〜
10
月
14
日
㈮

（
土
・
日
曜
、
祝
祭
日
を
除
く
、
午
前

８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
）

▼
申
込
時
提
出
書
類

入
居
申
込
書
、
入
居
者
全
員
の
住
民
票

と
所
得
証
明
書
、
納
税
証
明
書
、
印
鑑

※
受
付
期
間
内
に
必
ず
提
出
す
る
こ
と

▼
抽
選
日

　

10
月
19
日
㈬　

午
前
10
時

　

山
都
町
役
場
２
階　

会
議
室
２

－

２

（
本
人
又
は
代
理
人
が
必
ず
立
会
う

こ
と
）

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課
（
72

－

１
１
４
５
）

　

清
和
支
所
農
林
建
設
水
道
係

　
（
82

－

２
１
１
１
）

　

蘇
陽
支
所
農
林
建
設
水
道
係

　
（
83

－

１
１
１
１
）

山
都
町
成
人
式
実
行
委
員
募
集

　

平
成
29
年
山
都
町
成
人
式
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。
式
典
後
の
２
部
は
、

新
成
人
の
皆
さ
ん
で
作
り
上
げ
て
い
く

企
画
行
事
を
計
画
し
て
お
り
、
企
画
・

運
営
を
行
う
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

新
成
人
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

※
実
行
委
員
の
役
割
は
実
行
委
員
会
を
数

回
開
催
し
、
企
画
・
運
営
を
行
い
ま
す
。

▼
開
催
日

平
成
29
年
１
月
４
日
㈬

▼
会
場

千
寿
苑

▼
内
容

１
部　

式
典

２
部　

新
成
人
に
よ
る
企
画
行
事

▼
対
象
者

平
成
８
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
９
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

▼
募
集
期
限

10
月
18
日
㈫
ま
で

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課
（
72

－

０
４
４
３
）

職
業
訓
練
生
の
募
集

　

障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
た
職

業
訓
練
生
の
募
集
が
次
の
と
お
り
行
わ

れ
ま
す
。

▼
受
講
対
象
者

精
神
障
が
い
、
発
達
障
が
い

▼
定
員　

５
名

▼
内
容

実
践
的
な
就
業
準
備
（
職
場
実
習
含

む
）、
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
等
の
資
格

取
得

▼
募
集
期
間

９
月
12
日
㈪
か
ら
10
月
31
日
㈪
ま
で

▼
訓
練
期
間

12
月
１
日
㈭
か
ら
平
成
29
年
２
月
28
日

㈫
ま
で

▼
経
費

テ
キ
ス
ト
代
（
税
抜
き
７
，
５
０
０
円
）

程
度

▼
訓
練
場
所

合
同
会
社H

um
an T

o H
um
an

熊
本
市
東
区
健
軍
３

－

５
０

－

１
９

菊
乃
井
ビ
ル
２
階

▼
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
学
校

（
０
９
６

－

３
７
８

－

０
１
２
１
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
上
益
城
出
張
所

（
０
９
６

－

２
８
２

－

０
０
７
７
）

く
ま
も
と
障
が
い
者

芸
術
展
出
品
作
品
募
集

　

毎
年
12
月
３
日
か
ら
９
日
は
障
害
者
週

間
で
す
。
熊
本
県
で
は
、
障
害
の
あ
る
人

へ
の
理
解
を
広
げ
る
た
め
に
、
障
害
者
週

間
を
中
心
に
「
く
ま
も
と
ハ
ー
ト
ウ
ィ
ー

ク
」
を
開
催
し
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て

障
が
い
の
あ
る
方
に
よ
る
絵
画
、
書
道
、

陶
芸
、
工
芸
等
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
作
品
は
、
11
月
に
開

催
す
る
「
く
ま
も
と
障
が
い
者
芸
術
展
」

に
お
い
て
展
示
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格

熊
本
県
内
に
住
所
を
有
す
る
障
が
い
者

又
は
熊
本
県
内
の
事
業
所
を
利
用
し
て

い
る
障
が
い
者

▼
募
集
作
品

出
品
者
に
よ
り
近
年
中
に
創
作
さ
れ
た

募

集

も
の
（
一
人
一
点
の
み
）

▼
応
募
期
限

10
月
３
日
㈪
ま
で
に
出
品
申
込
書
を
提

出
先
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
作
品
の
展
示

「
く
ま
も
と
障
が
い
者
芸
術
展
」
に
お
い

て
展
示
し
ま
す
。

▼
そ
の
他

作
品
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
、
製
作
中

の
作
品
者
の
写
真
を
添
付
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
他
、
出
品
に
関
す
る
詳
し
い

内
容
や
作
品
搬
入
・
搬
出
方
法
等
は
山

都
町
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
「
く

ま
も
と
障
が
い
者
芸
術
展
出
品
作
品
募

集
」
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
６
０

－

０
８
４
２

熊
本
市
中
央
区
南
千
反
３

－

７
県
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
内

社
会
福
祉
法
人
熊
本
県
身
体
障
害
者
福

祉
団
体
連
合
会
（
０
９
６

－

３
５
４

－

７
３
７
１
）

年
金
相
談
日
の
お
知
ら
せ

　

10
月
の
年
金
相
談
日
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　

ご
希
望
の
方
は
事
前
に
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
日
時

　

10
月
14
日
㈮

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
場
所

　

千
寿
苑

※
場
所
を
変
更
し
ま
し
た
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
年
金
事
務
所

　
（
０
９
６

－

３
６
７

－

２
５
０
３
）

　

健
康
福
祉
課
（
72

－

１
２
２
９
）

「
被
災
者
支
援
無
料
の

出
張
相
談
」
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
熊
本
地
震
で
被
災
さ
れ
た
認

定
農
業
者
等
の
担
い
手
の
経
営
再
建
を
支

援
す
る
た
め
、
無
料
で
出
張
相
談
が
行
わ

れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
支
援
期
間

平
成
29
年
３
月
ま
で
（
相
談
者
は
随
時

受
付
）

▼
支
援
対
象
者

被
災
さ
れ
た
認
定
農
業
者
、
農
業
法
人
、

地
域
営
農
組
織
（
集
落
営
農
組
織
）
等

の
担
い
手

▼
相
談
方
法

相
談
内
容
に
応
じ
た
専
門
家
が
現
地
へ

訪
問
し
、
個
別
面
談
で
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
う
。

▼
相
談
対
応
者

税
理
士
、
弁
護
士
、
司
法
書
士
、
社
会

保
険
労
務
士
等
の
専
門
家

※
相
談
料
は
無
料
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

農
林
振
興
課
（
72

－

１
１
３
６
）

行
政
相
談
に
つ
い
て

　

山
都
町
行
政
相
談
を
次
の
日
程
で
実
施

い
た
し
ま
す
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
住
民
の
皆
様
と
役

所
の
パ
イ
プ
役
と
な
る
も
の
で
す
。
要
望

や
意
見
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
何
で
も

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ

ま
す
。

▼
日
時

　

10
月
25
日
㈫　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
矢
部
地
区　

中
央
公
民
館
（
研
修
室
１
）

■
清
和
地
区　

清
和
支
所
（
住
民
相
談
室
）

■
蘇
陽
地
区　

蘇
陽
支
所

（
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
議
室
）

▼
行
政
相
談
委
員

各
地
区
の
相
談
委
員
で
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
矢
部
地
区　
　

澤　
　

美　

江　

氏

▽
清
和
地
区　
　

寺
崎　

俊
一
郎　

氏

▽
蘇
陽
地
区　
　

篠
田　

眞
由
美　

氏

▼
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
行
政
評
価
事
務
所

（
０
９
６

－

３
２
４

－

１
６
６
２
）

総
務
課
（
72

－

１
１
１
１
）

無
料
登
記
相
談
所
開
設
の
お
知
ら
せ

　

熊
本
地
方
法
務
局
に
よ
る
無
料
の
登

記
相
談
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

　

土
地
・
建
物
等
の
売
買
、
贈
与
、
相

続
等
の
登
記
に
関
す
る
相
談
に
つ
い
て

熊
本
地
方
法
務
局
職
員
が
対
応
さ
れ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
日
時

10
月
13
日
㈭
午
前
11
時
〜
午
後
３
時

ま
で
（
た
だ
し
、
正
午
か
ら
午
後
１

時
ま
で
は
除
き
ま
す
。）

▼
場
所

山
都
町
役
場
２
階 

会
議
室
２

－

２

▼
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
地
方
法
務
局
不
動
産
登
記
部
門

（
０
９
６

－

３
６
４

－

２
１
４
５
）

【
音
声
案
内
②
↓
①
↓
②
を
押
し
、

山
都
町
相
談
予
約
と
お
申
し
出
く
だ

さ
い
】

法
の
日
無
料
相
談
会

　

10
月
１
日
、
法
の
日
に
あ
わ
せ
て
次
の

日
程
で
登
記
や
法
律
な
ど
に
関
す
る
無
料

の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
専
門
家
が
無

料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
予
約
は
不
要
で
す
。

▼
日
時
・
会
場

▽
ウ
イ
ン
グ
松
橋

10
月
１
日
㈯

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

▽
甲
佐
町
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー

　
「
ろ
く
じ
館
」
研
修
室

10
月
２
日
㈰

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
司
法
書
士
会
宇
城
支
部

（
０
９
６

－

２
０
１

－

４
９
９
２
）

相

談

窓

口
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平成 28年度【後期】狂犬病予防集合注射・飼い犬登録日程表
　下記の日程表のとおり、狂犬病予防集合注射・飼い犬登録を実施します。前期で注射を受けていない犬は、最寄
りの場所で必ず注射を受けさせてください。
地区 期日 時間 実施場所

矢
部
地
区

10
月
12
日（
水
）

午後　１時３０分 ～　１時４０分 柚木公民館
午後　１時５０分 ～　２時０５分 白小野　緒方商店前
午後　２時２５分 ～　２時３５分 菅　笈石公民館
午後　２時４５分 ～　２時５０分 旧白糸第一小学校駐車場
午後　３時００分 ～　３時０５分 小原公民館

10
月
13
日（
木
）

午後　１時３０分 ～　１時４０分 旧中島西部小学校
午後　１時５５分 ～　２時０５分 旧中島南部小学校
午後　２時１５分 ～　２時２５分 金内公民館
午後　２時３５分 ～　２時４０分 杉木　北浜館
午後　２時５０分 ～　３時００分 奥村運送前
午後　３時０５分 ～　３時１５分 南田　本田商店前
午後　３時２５分 ～　３時３５分 千寿苑　正面駐車場

10
月
14
日（
金
）

午後　１時３０分 ～　１時４０分 旧ＪＡ下名連石支所
午後　１時５０分 ～　２時００分 稲生野バス停
午後　２時１０分 ～　２時２０分 旧ＪＡ名連川支所
午後　２時２５分 ～　２時３５分 入佐　八田商店前
午後　２時４５分 ～　２時５５分 旧ＪＡ御岳支所
午後　３時００分 ～　３時０５分 畑公民館
午後　３時１５分 ～　３時２５分 大川町　中村倉庫前

清
和
地
区

10
月
18
日（
火
）

午後　１時１５分 ～　１時２５分 法蓮寺公民館
午後　１時３５分 ～　１時４５分 鶴底元公民館
午後　１時５０分 ～　２時００分 井無田へき地出張診療所前
午後　２時１０分 ～　２時２５分 郷野原公民館
午後　２時３０分 ～　２時３５分 長成公民館
午後　２時４５分 ～　２時５５分 仏原公民館
午後　３時００分 ～　３時１０分 高月公民館
午後　３時２０分 ～　３時３０分 仮屋公民館

10
月
19
日（
水
）

午後　１時２５分 ～　１時３５分 滝下地区（水の森交流館）
午後　１時５０分 ～　２時００分 尾野尻多目的集会所
午後　２時１０分 ～　２時１５分 楢原地区（婦人活動促進施設）
午後　２時２０分 ～　２時３０分 木原谷公民館
午後　２時４０分 ～　２時５０分 旧ＪＡ小峰支所跡地
午後　２時５５分 ～　３時１０分 清和地区体育館

蘇
陽
地
区

10
月
22
日（
土
）

午前　９時００分 ～　９時３０分 東竹原老人憩いの家
午前１０時００分 ～１０時３０分 二瀬本コミュニティセンター
午前１１時００分 ～１１時３０分 上差尾地区交流館
午後　１時３０分 ～　２時００分 西部地区交流館
午後　２時３０分 ～　３時００分 馬見原公民館
午後　３時３０分 ～　４時００分 蘇陽支所

●料金（１頭につき）　登録手数料　３，０００円（新規登録の場合）
　　　　　　　　　　注　射　料　３，０７０円（うち５００円は注射済証交付手数料）
※今年度未注射の場合は、ハガキが送付されます。もし注射がお済みであったり、犬が死亡しているのにハガキ
が届いた場合は、下記のお問い合わせ先へご連絡ください。
※注射を受ける際は、送付されてきたハガキを必ずご持参ください。
※飼い犬を会場に連れてくるのが困難な場合は、自宅で注射を受けることができますが、出張料２，０００円が
別途必要になります。なお、出張には事前の申し込みが必要となります。

●お問い合わせ先　環境水道課（72-4002）　清和支所（82-2111）　蘇陽支所（83-1111）

協
会
け
ん
ぽ
加
入
者
の
一
部
負
担
金

免
除
の
延
長
に
つ
い
て

　

協
会
け
ん
ぽ
の
加
入
者
で
、
熊
本
地
震

に
よ
り
住
家
が
半
壊
以
上
の
損
害
等
を
受

け
ら
れ
た
方
が
健
康
保
険
の
適
用
が
認
め

ら
れ
る
診
療
（
医
科
・
歯
科
・
調
剤
）
を

受
け
た
と
き
に
年
齢
や
収
入
な
ど
に
応
じ

た
負
担
割
合
（
３
割
負
担
な
ど
）
に
よ
り

支
払
う
一
部
負
担
金
の
免
除
期
間
が
平
成

29
年
２
月
ま
で
延
長
さ
れ
ま
す
。

　

10
月
以
降
に
免
除
を
受
け
る
場
合
は
、

病
院
や
薬
局
の
窓
口
に
お
い
て
、
保
険
証

お
よ
び
協
会
け
ん
ぽ
が
発
行
す
る
免
除
証

明
書
を
発
行
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
免
除
証
明
書
や
す
で
に
お
支
払

済
み
の
一
部
負
担
金
の
還
付
等
は
、
協
会

け
ん
ぽ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
い
た

だ
く
か
、
直
接
お
電
話
に
て
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

全
国
健
康
保
険
協
会
熊
本
支
部

（
０
９
６

－

３
４
０

－

０
２
６
２
）

家
屋
の
新
築
・
増
築
、
取
り
壊
し
は

税
務
住
民
課
に
届
出
を

　

家
屋
の
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１

日
現
在
の
状
況
で
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
と
き
は
税
務
住
民
課
に
印

鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、
届
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

取
り
壊
し
た
家
屋
に
つ
い
て
は
、
翌
年

度
か
ら
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
せ
ん

が
、
届
出
が
無
い
と
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
届
出
が
必
要
な
家
屋

▽
新
築
・
増
築
を
し
た
時

▽
一
部
や
全
部
を
取
り
壊
し
た
家
屋

※
災
害
関
連
で
新
築
・
増
築
、
取
り
壊
し

を
行
っ
た
場
合
も
届
出
が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

税
務
住
民
課
（
72

－

１
１
２
８
）

山
都
町
女
性
の
会「
魅
力
ア
ッ
プ
塾
」

第

２

回

公

開

講

座

　

男
性
、
女
性
問
わ
ず
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

　

多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

▼
演
題

「
人
前
で
も
あ
が
ら
ず
普
通
に
話
せ
た

ら
・
・
・
人
を
動
か
す
話
し
方
講
座
」

▼
講
師

上
畠　

榮
一
氏

（
有
限
会
社
パ
ー
テ
ィ
ー
プ
ロ　

代
表
）

▼
日
時

　

９
月
30
日
㈮　

午
後
７
時
か
ら

▼
場
所

　

馬
見
原
公
民
館
（
大
ホ
ー
ル
）

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
（
72

－

０
４
４
３
）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
助
成

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
助
成
を

今
年
度
も
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▼
助
成
対
象
者

別
表
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
18
歳
未
満
の
対
象
者
は
、
必
ず
母
子
健

康
手
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
保
護
者
以
外
の
方
が
同
伴
す
る

場
合
は
、
予
診
票
裏
の
委
任
状
欄
に
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
助
成
対
象
期
間

10
月
１
日
㈯
〜
12
月
28
日
㈬
ま
で

▼
受
付
及
び
接
種
に
つ
い
て

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
次
の

町
内
医
療
機
関
に
相
談
し
接
種
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
町
内
医
療
機
関

・
坂
本
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
72

－

０
２
１
０
）

・
瀬
戸
病
院　
　
　

（
75

－

０
１
１
１
）

・
高
田
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　

（
72

－

１
０
０
７
）

・
野
田
医
院　
　
　

（
72

－

０
３
０
７
）

・
伴
病
院　
　
　
　

（
72

－

０
０
２
９
）

・
矢
部
広
域
病
院　

（
72

－

１
１
２
１
）

・
山
口
医
院　
　
　

（
83

－

０
５
０
６
）

・
山
都
町
包
括
医
療
セ
ン
タ
ー
そ
よ
う
病
院

　
　
　
　
　
　
　
　

（
83

－

１
１
２
２
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

健
康
福
祉
課
（
72

－

１
２
９
５
）

別　

表
対象年齢 自己負担額

６カ月から 12 歳まで（１回目接種） 1,000 円
６カ月から 12 歳まで（２回目接種） 1,000 円

13 歳から 18 歳まで 1,000 円
60 歳から 64 歳まで（※） 1,000 円

65 歳以上 1,000 円
生活保護受給者（上記対象年齢の方） 無料

（注）13 歳未満（原則）：２回接種
（※）心臓、じん臓又は呼吸器の障害（障害者手帳１級程度）を有する方

お

知

ら

せ
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すくすく育て

１歳 １歳

１歳

１歳 １歳

保健センターだより
　平成27年度の特定健診の結果で特定保健指導を受けられ、生活習慣の改善に取り組まれた清和・
蘇陽地区の方々を紹介します。それぞれに食事の量や運動などの目標を立てられ、日々取り組ま
れたことで結果を出されました。

秋健診が始まります
☆蘇陽地区：平成 28年 10月 24日～ 11月 1日
☆清和地区：平成 28年 11月　2日～ 11月 9日
　申し込みがお済みでない方は、下記までご連絡下さい。
　健診セットを送付します。
　　　　　　蘇陽支所　健康福祉係　　８３－１１１１
　　　　　　清和保健センター　　　　８２－２９００

奈須　美喜男さん
清和地区（栗藤）

匿名希望　72歳

体重：－２kg　　腹囲：－１cm

現在、６ケ月の取組みの中間点です。
缶コーヒーをブラックに変え、家の周囲を30分～1時間
ウォーキング、畑に行くときには軽トラに乗らずに歩く…い
ろいろと頑張っています。
あと体重－1kg、腹囲－0.5cmで目標達成です。

体重：－ 3.7kg　　腹囲：－ 9.3cm

保健指導を受け、自分に適したご飯の量を知り、大盛りで食
べていたご飯の量を減らしました。
また、野菜も多く摂っています。体が軽くなり、うれしいで
す。今年の健診で血液データも確認したいと思います。

～ 健康な体は、体重管理から ～
　健康のことは気になるけど、食事の改善や運動は難しい…と思っている方も多いと思います。
まずは体重測定・記録から始めてみませんか？朝晩の測定を続けると、あら不思議！自分の体重
の変化と生活習慣の関係がみえてくるはずです。

目標達成まであと少しです！

見事メタボ脱出です！
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交
通
標
語

山都町観光案内所

☎72-1054

　ギャラリー喫茶
ルポン
（営）９：３０～１７：３０ 定休日：毎週水曜日、年末年始
　〒861-3513  熊本県上益城郡山都町下市１５８

前号の訂正とお詫び
　８月10日発行第137号の広報やまとにおいて誤
りがありました。
　関係各位には大変なご迷惑をおかけしました。
お詫びして訂正いたします。
○私の一枚
　（誤）撮影場所：下川井野（唐笠松）
　（正）撮影場所：上川井野（唐笠松）

編 集 後 記
　今月号は山都の三大祭のスタートでもある火伏地
蔵祭が掲載されています。たくさん写真を撮らせて
いただき、ありがとうございました。9・10 月号と
大きく山都の三大祭を掲載しますので、たくさんの
方に見ていただくために、頑張ります。（椎木）

山都町の人口
〔平成 28年８月 31日現在〕

男

女

計

世帯

７，６５２人

８，２６７人

１５，９１９人

６，６４９戸

（－２１）

（－１１）

（－３２）

（－　２）

※（　）は前月比

※最高齢は 107歳〔女性１人〕

※平成 28年８月の出生者数　  6 人

※平成 28年８月の死亡者数　17人
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わ
た
し
た
ち
の
人
権  

138

　

誰
も
が
人
間
と
し
て
生
き
て
い
く
う
え
で

　

侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
当
然
の
権
利

　

こ
れ
が
『
人
権
』
で
す

山
都
町
人
権
を
考
え
る
町
民
の
集
い

　

７
月
26
日
（
火
）、
山
都
町
矢
部
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
千
寿
苑
に
お
い
て
「
山
都
町

人
権
を
考
え
る
町
民
の
集
い
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
集
い
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

イ

コ
ー
ル
ネ
ッ
ト
仙
台
代
表
理
事
で
あ
る
宗

片
恵
美
子
さ
ん
を
お
迎
え
し
、「
今
だ
か
ら

で
き
る
こ
と
〜
女
性
の
人
権
と
防
災
を
考

え
る
〜
」
と
題
し
た
講
演
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
宗
片
さ
ん
が
、
東
日
本
大

震
災
で
避
難
所
や
仮
設
住
宅
を
訪
問
し
取

り
組
ま
れ
た「
洗
濯
代
行
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」、

「
被
災
女
性
の
た
め
の
語
り
合
い
サ
ロ
ン
」

や
現
在
取
り
組
ま
れ
て
い
る
「
女
性
の
防

災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
（
養
成
講
座
）」
等
、

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
幅
広

く
取
り
組
ま
れ
て
い
る
活
動
内
容
に
つ
い

て
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
防
災
に
お
け
る
女
性
の
視

点
の
必
要
性
や
非
常
事
態
で
あ
る
災
害
を

み
ん
な
で
乗
り
越
え
て
い
く
た
め
に
は
人

権
が
重
要
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
再
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

●

誰
か
に
頼
る
の
で
は
な
く
地
域
力
の
大

切
さ
が
大
事
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。
経

験
か
ら
く
る
疑
問
等
を
よ
く
検
討
し
実

践
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

●

災
害
時
に
女
性
の
活
躍
す
る
場
は
た
く

さ
ん
あ
る
と
思
う
の
で
宗
片
さ
ん
の
よ

う
な
頼
れ
る
リ
ー
ダ
ー
が
地
域
に
い
れ

ば
と
て
も
動
き
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
地
域
で
そ
う
い
っ
た
リ
ー
ダ
ー
を

育
て
、
地
域
づ
く
り
を
し
て
行
く
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
。
町
で
も
こ
れ
ま
で
以

上
に
具
体
的
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

●

具
体
例
を
基
に
女
性
か
ら
の
視
点
で
語

ら
れ
、
な
る
ほ
ど
と
思
う
こ
と
が
多

か
っ
た
。｢

人
材
の
循
環｣

次
の
世
代

へ
と
つ
な
ぐ
と
こ
ろ
ま
で
考
え
て
い
る

の
が
す
ば
ら
し
い
。
女
性
だ
か
ら
で
き

る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思

う
。
男
だ
か
ら
女
だ
か
ら
で
は
な
く
、

男
性
的
よ
さ
や
女
性
的
よ
さ
を
尊
重
し

て
い
き
た
い
。

●
震
災
・
大
雨
の
被
害
な
ど
今
年
は
い
ろ

い
ろ
あ
り
、
こ
の
講
演
を
聴
い
て
と
て

も
学
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
共
感
で

き
る
部
分
も
多
く
有
り
、
今
後
防
災
に

つ
い
て
改
め
て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
災
害
時
こ

そ
人
権
、
本
当
に
そ
う
だ
な
と
思
い
ま

し
た
。

●

男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
み
る
防
災

等
、
経
験
を
言
葉
に
す
る
サ
ロ
ン
活
動
、

地
域
に
住
む
人
々
へ
の
支
援
活
動
、
事

例
を
挙
げ
ら
れ
わ
か
り
や
す
く
話
さ
れ

大
変
学
び
の
多
い
時
間
で
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●

防
災
の
意
思
決
定
の
場
に
女
性
が
参
画

す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

非
常
時
だ
か
ら
と
い
っ
て
人
権
が
侵
害

さ
れ
て
も
よ
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い

と
い
う
の
も
強
く
共
感
し
ま
し
た
。
ま

た
行
政
任
せ
に
し
な
い
。
行
政
に
は
限

界
が
あ
る
こ
と
も
よ
く
わ
か
り
ま
し

た
。
人
権
を
守
る
の
は
自
ら
の
力
で
と

い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

●

防
災
計
画
に
女
性
の
参
画
、
議
論
に
関

わ
る
事
の
大
切
さ
は
わ
か
っ
た
。
女
性

の
意
識
が
高
ま
れ
ば
す
ば
ら
し
い
と

思
う
。

●

熊
本
地
震
、
豪
雨
被
害
の
後
だ
け
に
大

変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

●

防
災
、
災
害
復
興
対
策
に
女
性
の
視
点

で
取
り
組
ま
れ
た
事
に
対
し
て
感
銘
を

受
け
ま
し
た
。
今
後
講
演
の
内
容
を
活

か
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
だ
と
思

い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

宗片恵美子さん

《
集
会
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
一
部
抜
粋
》

『山都町写真コンテスト』
　出展者：山の都創造課
　期　間：平成28年９月１日（木）
　　　　　　～９月30日（金）10時まで
　山都町の四季を切り取った写真で、昨年１月から12月の期間
中に撮影された64名、257点の中から入賞・入選しました28点
を展示します。カメラマンの息遣いが聞こえてきそうな写真を
多くの方々に見ていただきたいと思います。
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　フォトサークル山都運営局への写真の持
ち込みは山都町内の写真に限定いたしま
す。（内容は何でも結構です。）
　タイトル、撮影者、撮影場所、コメント
を作成していただきます。
　掲載する写真は厳選な審査で決めた写真
になります。
　なお、発表は掲載をもってかえさせてい
ただきます。

　〒 861-3518
　熊本県上益城郡山都町浜町 187
　TEL：72-3455
　フォトサークル山都事務局
　（パソコンショップあひる倶楽部）

「私の一枚」作品募集
応募方法

【コメント】：自宅の花を見たときに何かに似ていると思ったらツバメのヒナ
がお腹がすいたよーと言わんばかりに口を開いているように見
えました。

９月 10月
14水 清和地区移動図書

法律相談日／蘇陽支所 １土 　

15木 みんなで食事作り／つどいの広場シャベル
金婚夫婦表彰式／千寿苑 ２日

坂本クリニック／☎ 72-0210
町民スポーツ大会／そよ風パーク
第9回九州脊梁山脈トレイルラン in 山都町／緑仙峡清流館

16金 乳幼児健診（4ヶ月、7ヶ月、1歳児）／千寿苑 ３月

17土
潤徳小運動会
御岳小運動会
お月見コンサート／ふれ愛館

４火 　

18日
そよう病院／☎ 83-1122
町職員採用試験／御船高校
中島小運動会

５水 蘇陽地区移動図書

19月 敬老の日 ６木 乳幼児健診（1歳半児）／千寿苑
蘇陽地区移動図書

20火 子育てサロン／清和保健センター ７金 親子ビクス・子育てサロン／清和保健センター
蘇陽地区移動図書

21水 矢部地区移動図書 ８土 　

22木
秋分の日
おはなし会／千寿苑
第１回オールドカーフェスタ＆軽トラ市／そよ風パーク
山都のまんま学校／五ヶ瀬ハイランドスキー場

９日 伴病院／☎ 72-0029
第４回山都塾／清和文楽館

23金
県陣矢弓道会大会／千寿苑横弓道場
乳幼児健診（4ヶ月、7ヶ月、1歳児）／蘇陽支所
矢部地区移動図書

10月 体育の日
山都町ふれあいコンサート 2016／蘇陽支所

24土
清和小運動会
蘇陽小運動会
蘇陽南小運動会

11火
清和地区移動図書
山都町スクールコンサート／矢部中・蘇陽中
子育てセミナー／千寿苑

25日
高田整形外科／☎ 72-1007
矢部小運動会
第３回山都塾／馬見原公民館

12水 広報やまと発行日
清和地区移動図書

26月 集合税（町県民税・固定資産税・国民健康保険税）4 期口座振替日 13木 子育てサロン／蘇陽支所

27火 　 14金 　

28水 　 15土 蘇ジョレーヌーボーとあか牛まつり／そよ風パーク

29木 矢部地区移動図書
町学童陸上記録会／矢部高校 16日 野田医院／☎ 72-0307

乳幼児健診（4ヶ月、7ヶ月、1歳児）／千寿苑

30金 集合税（町県民税・固定資産税・国民健康保険税）4 期納期限
山都町女性の会魅力アップ塾／馬見原公民館 17月 　

山都町行事予定表

（
当
番
医
）　　

（
お
知
ら
せ
）　　

（
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ン
ト
）　　

（
発
行
日
）

私の一枚

タイトル：ツバメのヒナ
撮 影 者：山下  明美
撮影場所：自宅


